
事業 ひらめき・夢・実行力・協力を育む松江SPEEDの挑戦（Ａ）

提案団体 松江SPEED

グループワーク
テーマ

・新しい活動場所の運営方法 ・親子が一緒に行きたい居場所（イベント）作り、活動のPR方法 ・今の親子の共通の趣味、話題
・親子の考える力と実行する力

概要

㉝うちで
やりませんか

さっそく
できそうなこと

②人の目にバーッとつくトコロで
やるとよいかも

①・STICビルはわざわざ行く人
しか行かない場所なので
・フラっと寄れるトコロ
・人通りが多いトコロ
で、やれば人目につくかも？

④学校（小学校）チラシ配布
おもしろいと思ってもらえる

③イオンとかテルサとか
○○広場とか
水郷祭とか

⑤めっちゃせまい場所で
あえて開催
⇒こんなスペースでできるか？

⑥一回やれば「オモシロイ！」とわかるので
→「じゃあ、次は大きなコースで！」

⑧8じょうでいいなら
⇒もはやカフェとかでもできる
⇒色んなトコロに出張できる

場所

⑨松江イベント（体育館）
認知UP

⑩フードカー？などとコラボ

⑪ミニ四駆のVR化
→時間・場所関係なく体験

⑫定期的にイベントを開催し、
年間チャンピオンを決める
（ポイント制）

⑬F-1のように年間16戦をして
ポイント制で競う
地区別

⑭懐かしい
マンガレッツ&ゴー貸し出し

⑮マシンのカスタマイズ講座
（イベント、定例）

⑯マシンの改造
（カスタマイズ）の
目標設定と達成度発表

⑱LINE（公式）

⑰紹介制度
友達をつれて来てもらう

⑲TikTok
インスタ

⑳Instagram

㉑YouTubeチャンネル登録

㉒渡部さんが熱く語る会
ex.お茶の間カフェにゲストで！

㉓出張体験
ex.法人のおまつり
だれでも食堂ほっき

㉔ミニ四駆のすその拡大

㉕不登校、引きこもりの親さんに
ひとつのきっかけとして
アピールできそう

㉖ミニ四駆で推薦をとった子がいた
⇒こういう教育的なメリットで
アピールしたら
⇒学校とか教育系のトコロに
アピールできそう

㉗学校でのおたより

㉘ミニ四駆の授業

㉙学校でのクラブ活動

㉚関係人口増やす
入口は様々…
ex.島大地域人材育成コース
専用プロジェクト

㉛イオンカップ
企業対抗
PRにもなる

㉜サブスク、月会費で
運営資金を賄う

イベント

PR

企業/学校/教育





事業 古志原団地生活お助けプロジェクト（Ｂ）

提案団体 古志原団地生活お助け隊

グループワーク
テーマ

・活動資金をどう稼ぐか ・若い担い手の確保 ・活動地域の拡大と連携

概要

おカネ

①自治会費からもらう

②フリーマーケットの
収入を入れる

③社会貢献基金

④クラウドファンディング！

⑧会費、寄付金
制度をつくる

⑨補助金

⑪お祭りの出店

⑦有償ボランティア

⑥各世代のキーマン選出

⑤得意な人あつめ

チケット

⑱利用チケットつづり

⑩募金

⑲商品券を作成し、
利用者の支払い、
作業者の報酬にする
アルバイト感覚

企業

㉑企業からの支援

㉒企業訪問

⑳SNSなどの広報

㉓古志原地区の地元企業にも
活動を知らせ（PR）、
協力を求める

㉔こども食堂

㉖ブドリの家

人

学校

⑫工業生協力

⑬養護学校の
活動プログラム

⑭中高大学生などの
つながりもあるとよい

⑮高校との連携

⑯自治会組織の編入

⑰島根大学のコープロ

㉗公民館との連携 公民館

㉘若者企画の
イベントの実施

㉙インターン

㉚きっかけの場

強み

㉞人材 ㉟青木さんの人脈

連携

㊱他地域のお助け隊と連携
交代でお助けに行く

拡大
㊲NPO法人化
補助金、雇用

㉛住民ニーズの把握 ㊳共同労力

㉜運送お助け

㉝ドネーション

㊴古志原公民館とのつながりは？
団地のお助け隊の輪を広げ、
地区全体の活動にして協力金を得る

㉕広告料





事業 古志原団地生活お助けプロジェクト（Ｃ）

提案団体 古志原団地生活お助け隊

グループワーク
テーマ

・活動資金をどう稼ぐか ・若い担い手の確保 ・活動地域の拡大と連携

概要

①有償の方がお願いしやすい

②有償ボランティアとして
やっていく
1H=1,000円

③サービスの有償化

④助成金の活用
（市・県・社協）

⑤相互分担

⑥補助金をとりに
いく

⑦助成金の活用

⑧お世話される方の
傷害保険に加入する

⑨顔見知りを増やす！
をテーマに

⑩女性のチカラをもっと！

⑪子どもを主役に！

⑫若い家庭を
お客さんにしない

⑬防災に関わることを
あらゆるイベントで
意識する

⑮移住者を
うまく受け入れる

⑯イベントに食を組み
込む

⑰若年層が参加できる
イベントを増やす

⑱仕事をしている人に
土・日に参加してもらう

⑲チラシやイベントでの
活動報告

⑳子ども達も
できるボランティア
ex.庭そうじ除、窓ふきなど

㉑企画に若い人も参加！

㉒拡大しなくてもよい

㉓当分はエリアの拡大をせず
活動の浸とうを図る/集中する

㉔各地域活動の理解と
共同でできることのモサク

㉕教育機関等での
活動の周知

㉖古志原団地
各種団体との交流

㉗お助け隊の活動を具体的に明示

活動資金をどう稼ぐか 若い担い手の確保 活動地域の拡大と連携

㉘障害のある方、
乳幼児のいる家庭、
シングル家庭を
ぜひ対象に

⑭活動のポイント化





事業 水辺と公共交通の概念を変える！狐森島開拓プロジェクト（Ｄ）

提案団体 ミライソウゾウ会議

グループワーク
テーマ

・狐森島の活用・魅力づくり ・観光・移動の視点で考える水上交通

概要

①水辺交通
あたらしい交通

④人力車とのかけあわせ

②船の免許を
とりたい方をさがす
（協力できる人で）

⑤船をうんてんできる人
今80over

③デマンド交通の運行形態 ⑥予約制

⑦他NPOと連帯して
「グリーンツーリズム」

水辺の交通

⑧簡易テント
（トイレ用）

⑨仮設トイレ

⑩水・電気がな
い

⑪上級者向けキャンプ

インフラ

⑫船を動かせる人

⑬船を動かすことができる人
（漁師）

⑭島で月1イベント
→仲間づくり

⑮ホーランエンヤ
観れるように！！
島で

⑯見学会

⑰視察

すぐ！
やること

⑱資材
知識
技術

⑲日よう大工
工具、草刈り

⑳☆DIYでつくる
☆環境せいび

㉑デッキづくりの材料
家屋解体機の活用

㉔草木も燃料として活用

㉒草刈り機
木をチップに

㉓かんべの里
森のDIYをなさった方

㉕かんべの里

㉘ドラム管
ドラム管アート
ドラム管石焼イモ
ドラム管ピザ
ドラム管竹炭

㉗子どもの遊び場を
つくりたい

㉖ターザンロープ
いかだ

アイディア

㉙企画に巻き込む人
（広報呼びかけ）
市青少協

㉚ちくやごめた食堂で
島に行きたい
宝さがしとか

㉛もりふれ倶楽部との
連帯

㉜里山自然塾

㉝松江市青少年
育成協ギ会
子ども会への呼びかけ

㉞NPO
旅行会社コラボ

㉟放課後児童クラブ
などの団体にむけた
プログラムの整備

㊱協力者
つながるたい
まきこみたい

㊲図がかける

㊳参加費いただく

㊴費用は
どうする？
助成金
クラウド
ファンディング

㊵CFの知識

なかま





事業 水辺と公共交通の概念を変える！狐森島開拓プロジェクト（Ｅ）

提案団体 ミライソウゾウ会議

グループワーク
テーマ

・狐森島の活用・魅力づくり ・観光・移動の視点で考える水上交通

概要

①子供を通じて
大人に知ってもらう
（チラシ、SNS、ポスター）

②毎月第3土曜日
9:00～12:00
「矢田朝市」

③スティックビル
活動発表紹介コーナー

④チラシ
☆小学校
☆公民館

⑤船釣り
でかい魚が
簡単に釣れる

⑧ハゼ釣り大会！

⑨船釣

⑥初心者体験
☆釣りレクチャー
道具貸し出し
釣り具屋とコラボ

⑦釣り
（県外客も）

⑩釣具レンタル

⑪人→釣り名人
釣り具屋さん
考えられる人

情報発信

釣り

㉕治水工事
洪水対策

㉖20年後には…掘削
なくなるかも！？

㉗大橋川の整備
↓
島がなくなる？

㉘どう巻き込むか？
地元の人

㉙観光
→釣り場の新しい場

㉚発信方法
どうやるか？

㉛キャンプ場
インフラがない

㉜駐車場問題

㉝水場問題
トイレ

課題

⑫「母子であそぶ」
よくあるが…
「父と！」「家族で！」
体験あそびに！

⑬焚火体験

⑭ピザかま

⑮ヤギジェラート

⑯小学5年生～
サンレイクなど
宿泊体験学習
↓
島で！！

⑰教育委員会と
松江市としての
体験プログラム

⑱小中学校
校外学習
体験学習

⑲宿泊体験学習
狐森島で

⑳子ども（0才～18才）
体験プログラム

㉑幼稚園
園外学習

㉒グミの木植樹

㉓植樹体験プログラム

㉔桜の木
みかんの木

体験コンテンツ

㉞他の島進出は？

㉟嫁が島
狐森島
パッケージツアー

㊱官民共同での
盛り上げ

㊲白鳥号は
島に行けない

㊳駐車場問題

㊴白鳥号
矢田渡船
お互いに
高め合っていく

㊵すみっこにある
矢田渡船
まん中にある
白鳥号！！

㊶船頭さん問題

㊷船頭80代いない…

㊸白鳥号
自己資金
矢田の渡し
松江市

㊹予約制
週に1回程度

船の課題




